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令和 4年 9月 

冷凍食品認定工場 各位 

一般社団法人日本冷凍食品協会 

 

特別指導のご案内 

 

 平素より冷凍食品認定制度にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

これまで、認定工場の皆様に「特別指導」として下記の指導を行ってきましたが、あら

ためて協会よりご案内します。新しく配属された検査担当者への教育・指導、検査技術

の見直し、個別セミナー開催など、是非ともご活用ください。 

 

記 

 

1.微生物検査室指導 

認定制度においては、「認定の基本要件」として、微生物検査室の設置を求めていま

す。この検査室で実施する微生物検査は、製品の出荷判定や工程管理（拭取り検査）な

ど重要な役割を担っています。また、検査精度の確認のため、外部制度管理や内部精度

管理の実施を求めています。 

以上のことから、現状の検査室の管理状況及び検査手法を確認し、必要があれば改善

するために、以下の指導を行います。 

※新たに検査室に配属された担当者のための教育訓練にもご活用ください。 

 （１）試験実施状況、試験手順書、記録等の確認 

 （２）検査室の環境、機器等の管理状況の確認 

 （３）試験手技の確認ほか 
 

【指導実施内容報告例（抜粋）】 
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2.官能検査指導 

 官能検査は、出荷判定時の品質検査の一つとして実施されており、認定基準では、微

生物検査と同様に検査員の技量向上のため訓練を実施するよう求めています。本指導で

は、検査員（パネラー）の教育や能力評価方法として、味覚試験等を実施する内容とな

っています。なお、検査員の技量確認として毎年、受けていただくことも可能です。 

（１）パネリスト選択のためのテストの実施 

（２）味覚試験（五味識別テストを実施、試薬等は検査員が持込） 

（３）色覚検査（検査用具は、検査員が持込） 

（４）嗅覚検査（キットは、検査員が持込） 

（５）２点嗜好試験法の指導（検体は、工場で用意） 

 

【指導実施内容報告例（抜粋）】 

 

3.拭取り検査指導 

ＨＡＣＣＰ制度化が義務化され、工程管理の重要性が再認識されています。工程管

理として、実施されている拭取り検査方法の内容を確認するために、是非、受けてい

ただいたい指導内容となっています。 

また、微生物検査による拭取り方法に加えて、ＡＴＰ検査キットを用いた拭き取り

による清掃状況の確認も実施します。これまでＡＴＰ検査キットを使用したことがな

いが導入したい、使用しているが十分に活用できていない、拭取り箇所が適切かどう

か悩んでいる工場にお勧めの指導です。 
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（１）拭取り検査方法の確認 

現状の手順等の見直しや問題点を把握することができ、改善に繋げられます。 

   ①拭取り検査の目的 

   ②拭取り検査の考え方 

   ③拭取り検査方法の説明（微生物試験、タンパク残留検査、ＡＴＰ検査） 

   ④現場での拭取りの実施方法 

   ⑤拭取り検査結果のフィードバック 

（２）製造現場での拭取り検査（ＡＴＰ検査を実施） 

   洗浄済・使用前等の工程を、ＡＴＰ検査キットを持込、検査員が拭取り検査を行

い、作業場の洗浄・清掃状況を、その場で検査結果として数値化し確認します。 

（３）清浄度マップの作成 

   検査結果をもとに清浄度マップを作成し、清浄度の見える化が可能になります。

これを現場にフィードバックすることにより、現状の洗浄方法が適切なのか、どの

箇所が適切に洗浄できていないかなどが明らかになり、適切な洗浄方法の見直しに

活用することができます。また、作成した、清浄度マップは、従業員教育にも活用

できます。 

 

【拭取り検査の概要説明資料（抜粋）】 
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【指導実施内容報告例（抜粋） 
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4.工場支援 

 これまで工場から特に要望のあった以下の指導を実施しています。他に希望がある場

合は、ご相談ください。 

（１）ＨＡＣＣＰ支援 

製品説明書、工程フロー図、危害要因分析リスト、ＨＡＣＣＰプランの作成方

法や危害要因・管理基準等の理解を深めるための指導を行います。 

（２）品質保証支援 

   認定基準の理解を深め、改善すべき課題や問題点について確認・指導を行います。 

（３）個別セミナー（講習） 

   従業員教育として、個別セミナー（表示、品質管理、内部監査等）を開催します。

内容や開催時間については調整可能です。 

 

◆特別指導を希望される場合は、最寄りの（一財）日本食品検査にご相談ください。 

 

以 上 


